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菊 川 の Ｈ Ｏ Ｔ な 情 報 が わ か る ！  イ ベ ン ト  ひ と  ス ポ ー ツ  ま ち 

住みよい菊川をつくる会 次回発行は令和５年４月です。 

しゅうなん地域づくり応援サイト内「住みよい菊川をつくる会」のページ 

http://shunan-chiikijoho.jp/council/kikugawa/ 

第１１回 

菊川ふるさとウォーク開催 

 

１２月３日（土）に住みよい菊川をつくる会 

健康・体育部会主催で、第 11 回ふるさとウォーク

が開催されました。 

今回は四熊地区の貴重な史跡や自然を満喫でき

るコース設定となっており、四熊下権現社などを

はじめとした四熊地区の魅力を参加者４７人で堪

能。希望者のみ法師ヶ岳のひまわり観音像も見学

し、そこから菊川全土を見渡せる絶景を目にする

ことができました。 

来年行われる、第 12 回菊川ふるさとウォークは

小畑地区での開催が予定されています。地元愛を

育み、地域の連帯を強化、そして健康の増進と体

力の強化を目的としているイベントです。皆様の

ご参加、心よりお待ちしております！ 

 

 
 

周南市美術展開催！ 

菊川陶芸教室の木本さんが大賞受賞 

 

９月２８日（水）、周南市美術展が３年ぶりに開

催。最高賞となる市美展大賞に、日頃菊川市民セン

ターで活動している菊川陶芸教室の木本多津子さ

んの立体「慈愛」が選ばれました。その他に、菊川

陶芸教室から、林千代さんの立体「シグナル」、寺田

晃さんの立体「あまのがわ」が奨励賞に選ばれまし

た。木本さん、林さん、寺田さんおめでとうござい

ます‼ 

菊川まつり代替事業開催 

 

１１月２０日（日）菊川小学校にて、

菊川まつり代替事業が開催されました。

天気にも恵まれ、１，０００人近い人々

が「餅まき」と「宝探しゲーム」を楽し

んでおられました！また、地域の方々が

寄付してくださったお野菜を景品に、サ

プライズ福引抽選会を行いました。 

 

また、１２月２日（金）までを参加申

込期限としていた福引大抽選会にも沢山

のお申込みをいただきました。同日の夕

方に、菊川まつり実行委員会で福引を行

い、５８人の当選者が決定されました。 

 

少しずつコロナ禍以前に近い規模のイ

ベントを行うことが可能となってきまし

た。今後についても、感染規模等を鑑み

ながら、より住みよい菊川をつくるため

に出来ることを実行してまいります。来

年度の菊川まつり（代替事業）もどうぞ

お楽しみに‼ 
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数字で見る菊川  (11 月末の人口等)   

世帯 3,343 世帯 / 人口 7,843 人 / 男 3,839 人  

/ 女 4,004 人 

今
年
は
う
さ
ぎ
年
、 

ア
イ
ド
ル
の
座
を 

奪
還
し
ま
す
！ 

あけましておめでとうございます 

 

新年にあたり地域の皆様に謹んで新年のお慶びを

申し上げますとともに皆様のご健康とご多幸を心よ

りお祈り申し上げます。 

 

今年の課題の一つに、四熊・川曲・中野への路線

バス廃止に伴う移動手段の検討があります。基幹路

線の減便につながるものでもあり、現在、住みよい

菊川をつくる会の生活環境部会・福祉部会と周南市

公共交通対策課とで菊川地区の移動手段の在り方が

検討されています。 

 

今一つは、この度、菊川支所・市民センターの整

備について「令和８年度以降を目安に整備を進め

る。加見分館・富岡分館の建て替えは行わない」と

の方針が市のほうから明確に示されました。 

 

具体的な動きとして、地域づくり推進課と菊川支

所・市民センター整備検討会議が協力して、地域住

民の拠点となる施設がどうあるべきか、きめ細かな

ニーズ調査として全世帯を対象としたアンケート調

査が、今年の３月末以降に実施される予定となりま

した。 

 

将来にわたっての施設になります。菊川地区の多

くの皆様の声が反映されたものとなりますよう、ア

ンケートへの積極的なご協力をどうぞ心よりお願い

申し上げます。 

 

住みよい菊川をつくる会   

会 長  小林 雄二 

 

ネコ:嘉月ちゃん(1 歳) / ウサギ:千歳ちゃん(4 歳) 



 

 

 

 

最
終
回 

「
菊
川
探
訪
」
を
終
わ
る
に
あ
た
り 

 

私 

渡
邉 

修
（
岡
上
野
）
が
永
き
に
渡
り
、「
菊
川
探
訪
」
を
書
き
続

け
た
の
で
、
最
後
に
こ
の
菊
川
を
愛
す
る
人
達
に
是
非 

散
歩
し
て
い
た

だ
き
た
い
神
社
、
祠
を
紹
介
し
ま
す
。
古
く
か
ら
、
信
仰
を
集
め
、
こ

の
集
落
を
守
り
、
人
々
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
現
在
ま
で

残
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
先
祖
の
「
置
き
土
産
」
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
、
小
さ
な
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
次
世
代
に
繋
げ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

  

菊
川
流
域
の
川
下
か
ら
、
順
番
に
私
の
思
い
（
根
拠
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
）
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

一
、 

向
土
井
の
祇
園
社
（
八
坂
神
社
） 

  

陶
氏
が
こ
の
地
を
治
め
る
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
地
に
京
都
を
模
し

た
「
風
水
説
」
に
よ
る
町
作
り
と
し
て
、
東
に
祇
園
社
を
建
て
、

東
か
ら
の
疫
病
を
防
ぐ
役
割
を
信
仰
の
対
象
と
し
た
。 

二
、 

内
谷
の
妙
見
信
仰 

  

大
内
氏
が
山
口
を
治
め
る
に
あ
た
り
、
遠
い
大
陸
の
先
祖
の
地

を
感
じ
、
広
大
な
夜
空
を
見
な
が
ら
、
不
動
の
北
極
星
が
信
仰
対

象
で
あ
っ
た
。
そ
の
為
に
は
、
形
の
良
い
山
頂
に
祠
を
建
て
、
星

空
と
遠
く
の
故
郷
に
思
い
を
馳
せ
た
。
内
谷
に
は
、
そ
の
よ
う
な

聖
地
に
相
応
し
い
山
が
あ
る
。 

  

三
、 

岡
上
野
の
不
動
明
王
信
仰
（
城
山
） 

  

不
動
明
王
は
空
海
（
弘
法
大
師
）
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た

仏
で
あ
り
、
岩
屋
寺
は
空
海
が
建
立
し
た
寺
院
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
不
動
明
王
は
火
炎
を
背
負
い
、
悪
に
対
す
る
憤
怒
の
表

情
で
あ
る
が
、
父
親
の
様
な
包
容
力
で
、
女
性
や
戦
国
武
将
に

愛
さ
れ
た
仏
で
あ
る
。 

四
、 

別
所
の
日
吉
神
社 

  

都
作
り
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
鬼
門
（
北
東
）
か
ら
の
鬼
（
災

禍
）
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。 

京
都
で
は
、
比
叡
山
、
日
吉
神
社
（
山
王
）
で
あ
り
、
菊
川

で
は
こ
の
地
に
あ
た
る
。
裏
鬼
門
（
南
西
）
は
、
山
﨑
八
幡
宮

や
神
上
神
社
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

菊

川

深

訪 

３ タウン情報 きくがわ タウン情報 きくがわ ２ 

 菊 川 の ひ と | 20 歳 に聴きました 

 - 

ま
ず
は
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
藤
・
菊
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

- 

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
お
二
人
で
す
が
、
日
頃
は
何
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

（
藤
）
自
分
は
地
元
の
工
場
で
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
！
半
導
体
に
使
用
す
る
「
石
英
ガ
ラ
ス
」
を
製
造
し

て
い
ま
す
。 

（
菊
）
自
分
は
美
容
師
を
目
指
し
、
通
信
学
校
や
、
新
南
陽
に
あ

る
「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
Ｂ
ヘ
ア
ー
」
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。 

- 

お
二
人
の
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
は
何
で
す
か
？ 

（
藤
）
小
学
２
年
生
の
時
に
、
当
時
の
南
陽
工
業
が
甲
子
園
に
出

場
し
た
姿
を
見
て
、
自
分
も
甲
子
園
に
行
き
た
い
と
い
う
の
が

夢
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
南
陽
工
業
に
入
学
し
、
甲
子
園
を

目
指
し
高
校
球
児
と
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。 

 

（
菊
）
小
学
４
年
生
時
の
２
分
の
１
成
人
式
の
記
録

を
見
て
み
る
と
パ
ン
屋
に
な
り
た
か
っ
た
み
た
い

で
す
。
理
由
は
恐
ら
く
パ
ン
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
（
笑
）
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
男
性

の
美
容
師
っ
て
カ
ッ
コ
よ
い
な
と
思
う
よ
う
に
な

っ
て
、
現
在
の
自
分
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

- 

菊
川
で
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

（
藤
）
中
学
校
の
運
動
会
の
時
に
、
応
援
団
を
務

め
て
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
な
が
ら
応
援
を
し
て
い

た
こ
と
が
思
い
出
で
す
か
ね
（
笑
） 

（
菊
）
自
分
も
そ
の
年
の
運
動
会
で
の
組
対
抗
リ

レ
ー
が
思
い
出
深
い
で
す
。
自
分
が
紅
組
で
、
峡

水
く
ん
が
白
組
だ
っ
た
運
動
会
で
し
た
。
組
対
抗

リ
レ
ー
の
序
盤
、
自
分
が
い
る
紅
組
の
子
が
バ
ト

ン
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
ア
ン
カ
ー
の
自
分
が
走

り
だ
す
時
に
は
負
け
が
確
定
し
て
い
た
状
況
下

で
、
相
手
で
あ
る
白
組
の
峡
水
く
ん
が
白
い
旗
を

ぶ
ん
ぶ
ん
振
り
回
し
、
紅
組
頑
張
れ
ー
と
自
分
を

応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。 

（
藤
）
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
ね
。
懐
か
し
い
。 

- 

二
十
歳
に
な
る
に
あ
た
っ
て
思
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？ 

（
藤
）
社
会
人
１
年
目
の
時
は
、
言
わ
れ
た
こ
と

を
し
っ
か
り
と
こ
な
す
こ
と
で
周
り
の
期
待
に
応

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
２
年
目
に
な
っ
て
か

ら
は
、
周
り
か
ら
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
も
上
が

り
、
自
ら
考
え
て
行
動
に
移
す
こ
と
が
よ
り
必
要

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
ら
で
考
え
、 

行
動
す
る
こ
と
に
は
、
当
然
重
い
責
任
が
伴
い
ま

す
。
一
人
の
大
人
と
し
て
、
責
任
感
を
も
っ
て
自
ら

の
行
動
を
選
択
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
菊
）
幅
広
い
客
層
を
相
手
に
接
客
を
す
る
こ
と

が
、
美
容
師
と
い
う
仕
事
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
接
客
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
今

は
ま
だ
若
い
か
ら
許
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す

が
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

沢
山
の
知
識
や
見
識
を
深
め
て
い
く
た
め
に
も
、

色
々
な
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
勉
強
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

- 

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
藤
）
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
っ
て
、
バ
イ
ク
を
買
う

こ
と
。
そ
し
て
そ
の
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
日
本
一
周
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
後
は
貯
金
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
） 

（
菊
）
自
分
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
卒
業
し
て
、
一
人

前
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
為
に

は
国
家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

技
術
面
に
お
い
て
も
知
識
面
に
お
い
て
も
し
っ
か
り

と
勉
強
を
頑
張
り
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
ト
ッ
プ
ス
タ

イ
リ
ス
ト
と
な
っ
て
、
周
南
市
内
に
自
分
の
お
店
を

出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
日
は
お
忙
し
い
中
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

藤
ふじ

 井
い

 峡
きょう

 水
すい

  さん ㊨ 

菊
きく

 池
ち

 友
とも

 徳
のり

   さん ㊧ 

五
、
遠
川
曲
の
三
嶋
神
社 

最
後
に
、
北
に
あ
る
川
曲
に

「
三
嶋
神
社
」
が
あ
る
。
本
社

は
、
瀬
戸
内
海
の
「
大
山
祗
神

社
」
と
静
岡
の
「
三
嶋
大
社
」

で
あ
る
。
後
者
は
、
源
頼
朝
ゆ

か
り
の
神
社
で
あ
り
、
「
三

嶋
大
社
」「
箱
根
神
社
」「
伊

豆
山
神
社
」
が
参
拝
さ
れ
、

「
伊
豆
山
神
社
」
は
源
頼
朝

と
北
条
政
子
が
愛
を
育
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
る
。
京
都
で
は
「
貴

船
神
社
」
で
あ
り
、
菊
川
の
原

流
を
清
め
て
、
菊
川
住
民
の
い

と
な
み
を
見
守
っ
て
い
る
。 

 

菊川中学生が地域行事を企画！  

菊川中学校生徒会が、菊川に住む人たちと中学生が触れ合う機会をつくる目的で、「菊川中グラウン

ドゴルフ大会生徒会長杯」を企画しました。企画立案から当日に向けた準備まで、菊川中学校学校運

営協議会（コミスク）や菊川中学校ＰＴＡ、住みよい菊川をつくる会夢プラン部会の手を借りながら、

生徒会をはじめとした中学生達が主体となって行いました。開催予定日だった 11/13（日）は天気に

恵まれず、残念ながら当行事を実施することは叶いませんでしたが、中学生達の熱意ある姿や行動力

は筆舌に尽くしがたいものでした。企画立案や準備をした中学生の皆さん、大変お疲れ様でした‼ 

渡邉修さん(中央)及び編集者一同 


